
自
由
民
権
資
料
館
に
行
こ
う
！

開
館
30
周
年
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自
由
民
権
資
料
館
は
、
１
９
８
０
年
こ
ろ
か
ら
全
国
的
に
盛
り
上
が
っ

た
自
由
民
権
百
年
の
市
民
運
動
を
背
景
に
、
１
９
８
６
年
11
月
３
日
に
開

館
し
ま
し
た
。

自
由
民
権
資
料
館
の
２
本
の
柱

①
自
由
民
権
運
動
の
意
義
を
伝
え
る

　

多
摩
・
神
奈
川
の
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
る
資
料
を
収
集
し
、
研
究
し

た
成
果
を
、
展
示
会
や
、
図
書
の
刊
行
に
よ
り
発
信
し
て
い
ま
す
。

②
町
田
市
域
の
歴
史
を
伝
え
る

　

市
域
の
歴
史
を
扱
う
郷
土
資
料
館
で
も
あ
り
、
毎
年
郷
土
史
の
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
文
書
や
、
村
役
場
文

書
な
ど
旧
公
文
書
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

開
館
30
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
記
念
行
事
も
盛
り
沢
山
で
す
。
当
館

で
、
歴
史
を
知
る
楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
考
え
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご自宅に古文書が
眠っていませんか？

小田急線／鶴川駅から
北口改札を出て0番乗り場よ
り、「野津田車庫行き」または

「本町田経由町田駅行き」に乗
車、「綾部入口」バス停で下車
小田急線／町田駅から

東口改札を出てPOPビル先
の21番乗り場より、「本町田
経由野津田車庫行き」または

「本町田経由鶴川駅行き」に乗
車、「袋橋」バス停で下車
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特別展 武相民権家列伝 ～ 11月27日㈰
開催中！

常設展「武相の民権/町田の民権」リニューアルオープン
10月8日㈯～
（10月7日までは閉鎖）

イベント 資料館まつり2016 11月3日（木・祝）

シンポ
ジウム

民権運動再考Ⅲ
「〈激化〉から考える自由民
権」

11月13日㈰※

企画展 第2回市民協働展 2月18日㈯～
3月20日（月・祝）

シンポ
ジウム タイトル未定 3月12日㈰※

※シンポジウムは生涯学習センターで開催する予定です。

自由民権資料館開館30周年記念行事のご案内

　

自
由
民
権
運
動
は
、
自
由
党
や
立
憲
改
進
党
な
ど
の
政
党
を
組
織
し
、

明
治
10
年
代
か
ら
20
年
代
初
め
に
国
会
開
設
や
憲
法
創
造
を
求
め
た
政
治

運
動
で
、
神
奈
川
県
は
そ
の
牙
城
の
一
つ
で
し
た
。
な
か
で
も
、
南
多
摩

郡
は
そ
の
中
心
で
、
そ
れ
を
率
い
た
の
が
石
阪
昌
孝
ら
町
田
市
域
の
民
権

家
で
し
た
（
町
田
市
域
を
含
む
三
多
摩
は
、
当
時
神
奈
川
県
に
属
し
て
い

ま
し
た
）。
町
田
市
域
の
民
権
家
が
、
自
由
党
の
牙
城
神
奈
川
県
の
運
動

を
束
ね
て
い
た
の
で
す
。

　

自
由
民
権
運
動
は
今
か
ら
１
３
０
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
、
現
代
に
も

多
く
の
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
演
説
や
新
聞
・
雑
誌
は
、
民
権
運
動
の

盛
り
上
が
り
の
な
か
で
定
着
し
た
文
化
で
す
。
演
歌
も
、
演
説
を
禁
止
さ

れ
た
民
権
家
が
そ
れ
な
ら
ば
、
と
編
み
出
し
た
も
の
で
す
。
憲
法
・
国
会
・

選
挙
・
政
党
な
ど
現
代
の
政
治
に
欠
か
せ
な
い
仕
組
も
、
民
権
運
動
が
実

現
を
め
ざ
し
た
り
、
創
っ
た
も
の
で
、
民
権
運
動
の
影
響
は
、
日
本
国
憲

法
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

自
由
民
権
運
動
と
町
田

今
に
つ
な
が
る
自
由
民
権

自
由
党
副
総
理
中
島
信
行
が
、
野
津
田
村
の
民

権
家
・
村
野
常
右
衛
門
に
送
っ
た
書
「
自
由
所

棲
是
吾
郷
」
で
、
自
由
は
わ
が
郷
に
あ
る
と
い

う
意
味
で
す
。
多
摩
丘
陵
で
神
奈
川
県
の
自
由

民
権
運
動
を
リ
ー
ド
す
る
力
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

自
由
と
は
多
摩
の

丘
に
ぞ
あ
り
に
け
り

じ自
由
民
権
運
動
で
は
、
頻
繁
に
演
説
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
東
京
や
横
浜
に
近
い
神
奈
川

県
内
の
各
地
域
で
は
、
都
市
の
雄
弁
な
民
権

家
が
演
説
会
に
招
か
れ
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し

た
。
町
田
に
も
時
折
雄
弁
家
が
訪
れ
ま
し
た
。

遊
説
で
熱
弁
ふ
る
う

弁
士
た
ち

ゆ
う

大
蔵
卿
松
方
正
義
の
デ
フ
レ
政
策
に
よ
る
物

価
の
急
落
で
、農
民
た
ち
は
、借
金
の
返
済
に

苦
し
み
、
多
額
の
負
債
を
抱
え
ま
す
。
小
川

村
の
民
権
家
・
細
野
喜
代
四
郎
ら
は
金
貸
会

社
と
農
民
の
間
で
仲
裁
活
動
に
奔
走
し
ま
す
。

民
衆
が
困
窮
に
あ
え
ぐ

デ
フ
レ
の
世

み
ん

民
権
家
た
ち
は
、
政
府
に
憲
法
制
定
を

求
め
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
で
も

憲
法
草
案
を
創
っ
て
い
ま
す
。
資
料
館

で
は
、千
葉
卓
三
郎
起
草
の「
五
日
市
憲

法
草
案
」（
複
製
）を
展
示
し
て
い
ま
す
。

憲
法
と
国
会
実
現

め
ざ
そ
う
ぞ

け
ん

資
料
館
の
敷
地
は
、
明
治
16
年
に
青
年
民
権

家
育
成
を
目
的
に
村
野
常
右
衛
門
が
建
て
た

文
武
道
場「
凌
霜
館
」の
跡
地
で
す
。
資
料
館

は
、
青
年
た
ち
の
思
い
あ
ふ
れ
る
ゆ
か
り
の

地
に
建
っ
て
い
ま
す
。

運
動
の
拠
点
と
な
っ
た

凌
霜
館（
り
ょ
う
そ
う
か
ん
）

う
ん

明
治
25
年
の
総
選
挙
で
神
奈
川
県
当
局
は
自

由
党
の
妨
害
を
し
ま
す
が
、
自
由
党
が
勝
利

し
ま
す
。
自
由
党
を
抑
え
き
れ
な
い
県
は
、

拠
点
三
多
摩
の
東
京
府
移
管
を
決
断
、
翌
年

の
国
会
で
移
管
法
案
が
可
決
さ
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
も

抑
え
き
れ
な
い
自
由
党

ど
う

民犬くんと民民ゼミ

じ

ゆ
う

み
ん

け
ん

資料館では、自由と権利
を求めた人々の運動を、
今に伝わる数々の資料で
紹介しています！

う
ん

ど
う

資料館の裏山から見つかった
「凌霜館」の名前の入った盃

自由民権資料館外観
中島信行の書（上）

日本帝国憲法（通称「五日市憲法草案」） 八王子の負債農民を風刺する漫画

演説会の様子

三多摩移管
概略図

　引越しや、家屋の建て替えにともな
い、古文書などの歴史資料がみつかる
ことがあります。自由民権資料館では、
古文書などの取り扱い、保存方法につ
いて、ご相
談を承って
おります。
お気軽にご
連絡くださ
い。


